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論　　　文
日本における一角獣の行方
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コール（すなわち「一角」 ）はおよそ一、 七トンであり、落札価格は単位あ り最高一七六〇匁、最低でも三五〇匁である。これは薬としては高額であったという。日本で「一角」がこのように珍重されたのは、幕府大目付であった井上筑後守政重が奇跡的な解毒力があると信じ込んで小判二〇〇枚分も買い入れた に始まるというが（ 『長崎オランダ商館 日記』慶安元年〔
1648 〕五月十四日〔陽暦七月四日〕の
記事） 、こうした「一角」人気を配慮してか、オランダ商館長は江戸参府の時の将軍への献上物に「一角」を加え ようになる。 『徳川実記』の承応二年〔
1653 〕一
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女人を愛し、また諸の香気を嗜、よりて此 を得んと欲せば、勇力の人を撰びて仮女とな 著するに女の美服を以し 塗に上等の香油を以し、或




抱之、獣すなはち睡につく。因て垣中の伏者発て獣 身 傷つけず、唯に角のみ得て後 をはなつ。この角を得る術は古学士テーセスと云し人に はじまると云なり
。
以上の諸説によるに、山獣にても有之べきか、此獣の出生の

















































































































































































































治し、諸毒を解し、発汗の効果が る。ただし、世にこ 一角を頭の上に載せれば能く悪気を避け という は無稽の説であり 信ず に足りない。その服用量は（中略）であり、また、ナルワル、ルロウロはアイスランドの方言、リコルネ・デ・メルルはフランス語の一 であ 、と かれている。 （以上が本編の大意）
　また「附考」に、ウニコール 　ラテン語のウニコルニュから来ており、ウニ
は一、コルニュは角であること、ウニコルニュに四種 り ウニコルヘリュムは、グリーンランドの海に産するが魚の牙で 真一角と訳すべきもの これが本物であり、他 三種は偽物であ こと、ウニコルニュ ワル いう魚の牙が本物であることを述べ、最後 その説を補強す ために、青木昆陽が和蘭人に一角の説を尋ねて得た答書の和蘭文の原文の音写とその漢訳を付す。なお大槻玄沢には『六 新志』の に『一角魚図説』 （天明元年
1781 ）一枚があり、
また『蘭説弁惑』 （天明八年〔




































































































































































































　前者は「獣の一角ある者」 （ 『増補華夷通商考』 ）とだけ言われていたものの正体
を究明しようとしたものであるが、それは次のように展開している。すなわち最初は、 「一角」の正体は数千年を生きた犀の角 とも（ 『広益本草大成』 ） 、 「犀角ノ類ナルベシ」 （ 『大和本草』 ） 、 「
通つうてんさい
天犀
」 （ 『和漢三才図会』 『紅毛談』 ）などとも考

























































































































































一角獣は一体どこで成立したかは分かっていないが、ヨーロッパへはおそらくインドの山岳と川原を越えても らされたのであろう。一角獣は三つの道筋を通ってやってきた。それらの道は互いにまず並行して走り、それから接触し、交叉し、一つのものとなったのである。…（中略）…一角獣の辿った第一の道はヨーロッパ古典古代、つまりギリシャとローマ人である。第二 道は聖書であり、第三の道は初期キリスト教的色彩を帯びた自然科学書 る。
　第一の道における一角獣は前に述べたような解毒の角を持つ である。一角
獣伝説の研究書にはあまり引用されていないが、中世ヨーロッパのヘレフォードの世界図にはナイル川下流の左岸に一角獣が描かれ、 「処女が一角獣の前に膝をひろ
































































































































































者が知り得た史料はすべて楽歳堂蔵の天球儀に関わる り、それによると極めて限られた者だけに知られ いたにすぎないことにな 司馬江漢の「天球全図」 （寛政八年〔
1796 〕成）は北島見信の『紅毛天地二図贅説』から半世紀後に描














書なり にや、図入りの本差し出せしに、御覧遊ばさ 、 れは図ばか も至て精密のものなり、此内の所説を読み得るならば 亦必ず委しき要用のことあ べし」（ 『蘭学事始』 ）とある「図入りの本」はヨンストンの『禽獣鳥魚図』とドドネウスの『遠西本草譜』だとされているが、最初に『禽獣鳥魚図』を訳し始めた野呂元丈は第一巻を訳したところで、 「此書薬物ノ為ニ作クル 草ニアラズ。故ニ功能ノコト一切ナシ」という理由で以降の巻 訳は止めている。蘭学は「要用の 」を西洋の書籍に求めることから始まった であ 。舶来の妙薬「一角」もまた の正体を明らかにすることが重要であり、その究明に意 注がれたのであった。その結果蘭学においては確証のない陸獣一角の存在は妄誕の説とと て否定され、一角獣伝説もまた顧みられることは かっ 。
　これに関連して思い出されるのは、蘭学者たちが不可解に思い、解決できないで
いたことの一つ 、西洋人の描いた世界図が一つの大陸としてしか見え ヨーロッパとアジアとを二大州として区別して ることがあった。中世 における世界はアフリカ アジアにヨーロッパの三つの世界で が、この三つ 世界は宗教と文化の違いに基づく世界像であった。新しい「五大州」の形を描いた世界図の説明も、そうした中世以来の考え方が継承されていたの る。そう た人文学的な問題は当時の蘭学者たちは興味 対象外にあったようであ 先の疑問を


































い。玄沢の『六物新志』は和蘭本草の諸書に記されている良薬の中から六つを取り上げたもの が（ 「凡例」第十三則） 、その中に 人魚も取り上げ れている。玄白はこの人魚の存在に対して否定的ではなかった。 『六物新志』が書かれる以前にも井原西鶴（
























本に知られるようになったものと思われ、西洋 一角獣は江戸時代にまったく始めて伝えられたものである。しか 西洋の一角獣 登場するキリシタン文献は禁教政
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肉体の快楽におぼれ、たましいを餓死するがまま している人たちは、一角獣に食われまいとしてあわてふためいて逃げだし、ふか 淵に落たある男のようなものでございます。男は、影をころげ落ちていく途中で一本の潅木を両手でつかみ、ぬるぬるした滑りやすい地肌のうえに足をのせました。ところが、宙ぶらりの姿勢のままあたりを見 わしますと、すぐ近くにねずみが二匹いる はあり せんか。一匹は白い、もう













 このことを最初 指摘したの 今井湊「松浦天地球両儀」 （ 「蘭 資料研究会 　研究報告」第
62号
1960.5.28 ）だと思われる。本稿の筆者は千葉市立郷土博物
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